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 今年度の三重県サッカー協会技術委員会ベクトル合わせ前期は、技術委員⻑⽚野典和より技術委員会基本⽅針の
確認及び JFA 技術委員⻑会議からの伝達講習、技術委員会 TSG 部チーフ古⻄祥より映像から分析する三重県４種
年代の現状と課題について、FA コーチ樋⼝⼠郎より育成年代に関わる指導者の姿勢について、指導部シニアチュ
ーター中⻄俊雄より、三重県サッカー協会医科学委員会チーフドクター藤川祐基 Dr.より熱中症対策について、５
つの内容の共有を講義形式でおこないました。以下に、各講義の報告をさせていただきます。 
 
① 技術委員会基本⽅針 ：三重県サッカー協会技術委員会 委員⻑ ⽚野典和 
 ２０２４年のスローガンである、 

「『強烈な個性で躍動感のある選⼿・指導者』の育成」 
を⽬指す上での５つの基本施策について確認後、 
「不易流⾏」 
をキーワードに、変えないもの・変えていくものの確認がおこなわれた。 
また、JFA 技術委員⻑会議からの伝達として、FA コーチを中⼼にこれからの 
育成を構築し、発信していく⽅向性であることが確認された。 

 
② TSG 発表 ：三重県サッカー協会技術委員会 TSG 部チーフ 古⻄祥 

４種年代の各種⼤会映像を、 
「観て判断してプレーする習慣」「連続した攻守の切り替え」 
「個⼈戦術・テクニック」 
の３観点で分析することで⾒えた三重県の課題と、育成年代で⾝につけたい 
能⼒について、映像を交えながら共有された。 

 
③ 三重の現状と今後について ：三重 FA コーチ 樋⼝⼠郎 

⽇本代表や世界の映像を交えながら、TSG 発表の内容を踏まえて、 
「奪いにいく守備」「攻守の⼀体化」「チラ⾒をする習慣」 
を育成年代から習慣化していくことの重要性について共有された。 

 
④ 指導部より ：三重県サッカー協会技術委員会 シニアチューター 中⻄俊雄 

指導者養成アクションプランとして、 
「安⼼安全の確保」「レベルに応じた育成環境の確保」の重要性について、 
また、新しいライセンス体系や指導者制度について共有された。 

 
⑤ 医科学委員会より ：三重県サッカー協会医科学委員会 チーフドクター 藤川祐基 
 医学的な観点から 
「サッカーをする上での熱中症対策」「試合当⽇の⽔分補給法」 

について共有された。また医科学委員会の活動内容についても説明があった。 


